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主 論 文 題 目： タイ東北部の持続的農業開発と就業機会の創出 
 
（内容の要旨） 
 
本研究は、タイ東北部における持続的農業開発の役割と意義を検討し、持続的農業の導入・定
着につながる条件を検討するものである。タイ東北部は、不安定な降雨量と低い灌漑率により農
業用水の安定的確保が難しく、農業生産に制約が課された地域であり、タイ東北部の貧困率は全
国で最も高い。東北部では農村から都市への出稼ぎが多いが、高齢化が進行し、出稼ぎを継続で
きなくなる人もいる。そのような状況にあって、「村に居続けること」、つまり村内の就業機会
の問題は切実である。 
本研究では、第1に「出稼ぎを望まない村人にとって、持続的農業は村に居続けるためのオル
タナティブな選択肢になるのではないか」という問いを立て、持続的農業開発の役割と意義を明
らかにする。その実現可能性を検討するため、第2に、持続的農業普及の促進要因と阻害要因を
調査し、事例を通じて農家がどのように阻害要因を除去していったかを示す。 
そのため、タイ東北部コンケン県の3つの農村で、7年間に渡って11回の現地調査を行い、計
129 世帯に聞き取りを行った。対象世帯の家族構成、家計、農業経営、持続的農業の実施有無と
農法転換の理由・経緯、住民組織、親族・社会関係等を調査した。 
本論文の結論は次のとおりである。第1に、持続的農業開発は、小規模農家が日々直面する課
題に対し、村内の就業機会の増大、家計収支の改善、世帯単位の食糧安全保障の確保といった社
会開発として機能していた。今後さらに高齢化が進む地方農村において、村に居続けることがで
きる選択肢を得られる意義は大きい。第2に、持続的農業の導入・定着につながる条件として、
農家にとっての動機と障壁を検討し、持続的農業普及の促進要因・阻害要因を明らかにした。第
3 に、本調査で作成した村落資源フロー図によって調査村の持続的農業開発以前と以後を比較す
ることで、農家が農法転換する際に発生する費用に対して、住民組織等が「費用削減機能」を持
っていることが観察された。 
これらにより、小規模農家も持続的農業を導入することが可能になった事例が観察され、専門
家と農家をつなぐ仲介者の役割や、住民組織が持つ多様な機能等が明らかになった。なお、こう
した研究の成果は、開発後進地域における持続的農業開発の有益な一考察となりうるものであ
り、東南アジア域内の農村開発研究に貢献するものである。 
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